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(57)【要約】
医療用機器のための使い捨ての水ボトルのための組み合
わせたチューブセットは、様々な水ボトルに対する取り
付けに好適なネジ山を有するキャップを備える。組み合
わせたチューブセットは、空気および水チューブ、なら
びに空気／水コネクタを備える、洗浄のための第１のチ
ューブセットを備える。組み合わせたチューブセットは
また、潅注コネクタ、逆流防止弁（複数も含む）、およ
びフレキシブルなチューブ部分を含む、潅注のための第
２のチューブセットを備える。一部の実施形態において
、チューブセットは加温および／または加湿ガスを内視
鏡に提供できる。
【選択図】図５Ｂ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡のための洗浄流体を提供するのに利用される第１のチューブセットであって、該
第１のチューブセットは空気チューブおよび水チューブを備える、第１のチューブセット
と、
　内視鏡のための潅注流体を提供するのに利用される第２のチューブセットであって、該
第２のチューブセットは必要に応じてフレキシブルな部分を備える、第２のチューブセッ
トと、
を含む、組み合わせたチューブセット。
【請求項２】
　前記第１のチューブセットおよび前記第２のチューブセットに接続されるボトルキャッ
プであって、該ボトルキャップは、該ボトルキャップを様々な異なる水ボトルに取り付け
ることができるネジ山を備える、ボトルキャップと、
　前記ボトルキャップ内のライナーであって、該ライナーは、前記ボトルキャップと水ボ
トルとの間に気密封止を形成する、ライナーと、
をさらに含む、請求項１に記載のチューブセット。
【請求項３】
　内視鏡のための洗浄流体を提供するのに利用される第１のチューブセットであって、該
第１のチューブセットは空気チューブおよび水チューブを備える、第１のチューブセット
と、
　内視鏡のための潅注流体を提供するのに利用される第２のチューブセットであって、該
第２のチューブセットは必要に応じてフレキシブルな部分を備える、第２のチューブセッ
トと、
　ガスをシステムに提供するのに利用される第３のチューブと、
を含む、組み合わせたチューブセット。
【請求項４】
　前記第１のチューブセット、前記第２のチューブセット、および前記第３のチューブセ
ットに接続されるボトルキャップであって、該ボトルキャップは、該ボトルキャップを様
々な異なる水ボトルに取り付けることができるネジ山を備える、ボトルキャップと、
　前記ボトルキャップ内のライナーであって、該ライナーは、前記ボトルキャップと水ボ
トルとの間に気密封止を形成する、ライナーと、
をさらに含む、請求項３に記載のチューブセット。
【請求項５】
　前記第２のチューブセットの端部に取り付けられたアダプタまたはコネクタをさらに含
み、前記アダプタまたはコネクタは前記第２のチューブセットを内視鏡に直接取り付ける
ために利用される、請求項１に記載のチューブセット。
【請求項６】
　前記第２のチューブセットの端部に取り付けられたアダプタまたはコネクタをさらに含
み、前記アダプタまたはコネクタは前記第２のチューブセットを内視鏡に直接取り付ける
ために利用される、請求項３に記載のチューブセット。
【請求項７】
　別個のガスチューブ、潅注水チューブ、および洗浄水チューブを有するチューブセット
と内視鏡との間に水およびガスを通過させるアダプタであって、該アダプタは、該アダプ
タに様々なチューブ、他のアダプタおよび／または内視鏡を取り付けるためのユニバーサ
ル入力コネクタを有する、アダプタ。
【請求項８】
　請求項７に記載のいくつかのアダプタのいずれかに自在に接続する前記第１のチューブ
セットの端部においてコネクタを有する、請求項１に記載のチューブセット。
【請求項９】
　請求項７に記載のいくつかのアダプタのいずれかに自在に接続する前記第１のチューブ
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セットの端部においてコネクタを有する、請求項３に記載のチューブセット。
【請求項１０】
　別個のガスチューブおよび洗浄水チューブを有するチューブセットと内視鏡との間に水
およびガスを通過させるアダプタであって、該アダプタは、該アダプタに様々なチューブ
、他のアダプタおよび／または内視鏡を取り付けるためのユニバーサル入力コネクタを有
する、アダプタ。
【請求項１１】
　前記ライナーの形状は、前記ボトルの異なる外径および／または異なるリムの高さに対
して前記ライナーを圧縮するために異なる内径を用いることによって、前記ライナーに任
意のいくつかのボトル上に気密封止を形成させる、請求項２に記載のチューブセット。
【請求項１２】
　内視鏡に洗浄流体を提供するのに利用されるチューブセットであって、該チューブセッ
トは空気チューブおよび水チューブを備え、空気経路内にフィルタを有する、チューブセ
ット。
【請求項１３】
　（ｉ）前記フィルタが、前記チューブセットを前記内視鏡に取り付けるコネクタに組み
込まれるか、または（ｉｉ）前記フィルタがボトルキャップに組み込まれる、請求項１２
に記載のチューブセット。
【請求項１４】
　内視鏡のための洗浄流体を提供するのに利用されるチューブセットであって、該チュー
ブセットは空気チューブおよび水チューブを備え、水経路内に逆流防止弁を有する、チュ
ーブセット。
【請求項１５】
　前記逆流防止弁が、前記チューブセットを前記内視鏡に取り付けるコネクタに組み込ま
れる、請求項１４に記載のチューブセット。
【請求項１６】
　前記逆流防止弁が、ボトルキャップに組み込まれる、請求項１４に記載のチューブセッ
ト。
【請求項１７】
　液体を機器に提供するように構成される第１のチューブセットであって、該第１のチュ
ーブセットはガスおよび前記液体を前記機器に提供する、第１のチューブセットと、
　前記液体を前記機器に提供するように構成される第２のチューブセットであって、該第
２のチューブセットは必要に応じてフレキシブルな部分を備える、第２のチューブセット
と、
を含む、チューブアセンブリ。
【請求項１８】
　（ｉ）前記チューブアセンブリが、ガスを前記機器に提供するように構成される第３の
チューブセットをさらに含むか、または（ｉｉ）前記液体が前記第１のチューブセットお
よび前記第２のチューブセット内で同じ組成である、請求項１７に記載のチューブアセン
ブリ。
【請求項１９】
　前記機器が内視鏡を含み、前記第１のチューブセットのガスが空気を含み、前記第１の
チューブセットおよび前記第２のチューブセットの液体が水を含み、前記第２のチューブ
セットは、該第２のチューブセットに接続されるピンチクリップを含み、該ピンチクリッ
プが閉鎖位置にある場合、該ピンチクリップは水が前記第２のチューブセットに流れるこ
とを防止する、請求項１８に記載のチューブアセンブリ。
【請求項２０】
　前記第３のチューブセットのガスが二酸化炭素を含む、請求項１８に記載のチューブア
センブリ。
【請求項２１】
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　前記第１のチューブセットおよび前記第２のチューブセットに接続されるボトルキャッ
プをさらに含み、前記ボトルキャップはボトルに接続するように構成される、請求項１７
に記載のチューブアセンブリ。
【請求項２２】
　前記ボトルキャップが、該ボトルキャップに配置されるライナーをさらに備え、前記ラ
イナーが前記ボトルキャップと前記ボトルとの間に気密封止を形成し、前記ボトルキャッ
プが、該キャップを前記ボトルに接続するように構成されるネジ山を有する、請求項２１
に記載のチューブアセンブリ。
【請求項２３】
　（ｉ）前記第１のチューブセットが空気チューブおよび水チューブを含み、前記水チュ
ーブの少なくとも一部は前記空気チューブ内に延び、前記水チューブは前記ボトル内に延
びるか、または（ｉｉ）前記第１のチューブセットは空気チューブおよび水チューブを含
み、前記空気チューブは前記水チューブから分離され、前記水チューブは前記ボトル内に
延びるか、のうちの少なくとも１つである、請求項１７に記載のチューブアセンブリ。
【請求項２４】
　（ｉ）前記第１のチューブセットが空気チューブおよび水チューブを含み、前記水チュ
ーブの少なくとも一部は前記空気チューブ内に延び、前記水チューブは前記ボトル内に延
びるか、（ｉｉ）前記第１のチューブセットは空気チューブおよび水チューブを含み、前
記空気チューブは前記水チューブから分離され、前記水チューブは前記ボトル内に延びる
か、または（ｉｉｉ）前記第１のチューブセット、前記第２のチューブセット、および前
記第３のチューブセットは、互いから分離されるか、のうちの少なくとも１つである、請
求項１８に記載のチューブアセンブリ。
【請求項２５】
　（ｉ）前記第１、第２、および／または第３のチューブセットが、少なくとも１つの空
気フィルタ、ピンチクリップ、逆流防止弁および／またはコネクタを含むか、または（ｉ
ｉ）前記第１、第２、および／または第３のチューブの一部がアダプタ内に含まれるか、
のうちの少なくとも１つである、請求項１８に記載のチューブアセンブリ。
【請求項２６】
　（ｉ）前記キャップが少なくとも１つのチューブセットから取り外し可能であるか、（
ｉｉ）前記チューブアセンブリが、アダプタおよび／またはコネクタを備え、該アダプタ
および／またはコネクタのうちの少なくとも１つが少なくとも１つのチューブセットに恒
久的に接続されるか、（ｉｉｉ）前記チューブアセンブリが、アダプタおよび／またはコ
ネクタを備え、該アダプタおよび／またはコネクタのうちの少なくとも１つが少なくとも
１つのチューブセットに取り外し可能に接続されるか、あるいは（ｉｖ）前記キャップお
よび／または少なくとも１つのチューブセットが通気されるか、のうちの少なくとも１つ
である、請求項２２に記載のチューブアセンブリ。
【請求項２７】
　（ｉ）前記第１のチューブセットまたは第３のチューブセットに提供されるガスが、加
熱されたおよび／または加湿されたガスを含むか、（ｉｉ）前記第３のチューブセットに
提供されるガスが、ボトル内の液体に加熱されたガスを通過させることによって得られた
加熱されたおよび／または加湿された二酸化炭素を含むか、（ｉｉｉ）前記第３のチュー
ブセットに提供されるガスが二酸化炭素であるか、あるいは（ｉｖ）前記第３のチューブ
セットが、ボトル内に配置されるように構成される端部を含み、該端部は、二酸化炭素加
湿速度を増加させるために、二酸化炭素源から前記ボトルに提供される二酸化炭素気泡の
サイズを減少させるように構成される先端部を有するか、または該端部は、かかる構成を
有さない先端部を有するか、のうちの少なくとも１つである、請求項１８に記載のチュー
ブアセンブリ。
【請求項２８】
　前記組み合わせたチューブセットが、空気／水コネクタまたはアダプタを含み、該コネ
クタまたはアダプタはオーバーモールドされ、前記チューブセットに接続される、請求項
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１に記載の組み合わせたチューブセットを作製する方法。
【請求項２９】
　内視鏡処置を実施する方法であって、前記方法は、請求項１に記載の組み合わせたチュ
ーブセットに、流体を含有するボトルを接続する工程と、内視鏡に前記組み合わせたチュ
ーブセットを接続する工程と、前記内視鏡処置を実施する工程とを含む、方法。
【請求項３０】
　内視鏡処置を実施する方法であって、前記方法は、請求項２に記載の組み合わせたチュ
ーブセットに、流体を含有するボトルを接続する工程と、内視鏡に前記組み合わせたチュ
ーブセットを接続する工程と、前記内視鏡処置を実施する工程とを含む、方法。
【請求項３１】
　内視鏡処置を実施する方法であって、前記方法は、請求項３に記載の組み合わせたチュ
ーブセットに、流体を含有するボトルを接続する工程と、内視鏡に前記組み合わせたチュ
ーブセットを接続する工程と、前記内視鏡処置を実施する工程とを含む、方法。
【請求項３２】
　内視鏡処置を実施する方法であって、前記方法は、請求項４に記載の組み合わせたチュ
ーブセットに、流体を含有するボトルを接続する工程と、内視鏡に前記組み合わせたチュ
ーブセットを接続する工程と、前記内視鏡処置を実施する工程とを含む、方法。
【請求項３３】
　前記ライナーの形状は、前記ボトルの異なる外径および／または異なるリムの高さに対
して前記ライナーを圧縮するために異なる内径を用いることによって、前記ライナーに任
意のいくつかのボトル上に気密封止を形成させる、請求項４に記載のチューブセット。
【請求項３４】
　別個のガスチューブおよび洗浄水チューブを有するチューブセットと内視鏡との間に水
およびガスを通過させる請求項１０に記載のアダプタであって、該アダプタは、該アダプ
タに様々なチューブ、他のアダプタおよび／または内視鏡を取り付けるためのユニバーサ
ル入力コネクタを有し、（ｉ）前記ユニバーサルコネクタは、いくつかのアダプタのいず
れかに自在に接続する第１のチューブセットの端部にあるか、あるいは（ｉｉ）前記ユニ
バーサルコネクタは、いくつかのアダプタのいずれかに自在に接続する第１のチューブセ
ットの端部にあり、前記チューブセットは第２および第３のチューブをさらに含む、アダ
プタ。
【請求項３５】
　内視鏡処置を実施する方法であって、前記方法は、請求項１に記載の組み合わせたチュ
ーブセットに、流体を含有するボトルを接続する工程と、内視鏡に前記組み合わせたチュ
ーブセットを接続する工程と、加熱されたおよび／または加湿された空気を前記内視鏡に
提供する工程と、前記内視鏡処置を実施する工程と、を含む、方法。
【請求項３６】
　前記組み合わせたチューブセットが空気／水コネクタまたはアダプタを含み、前記コネ
クタまたはアダプタがオーバーモールドされ、前記チューブセットに接続される、請求項
３に記載の組み合わせたチューブセットを作製する方法。
【請求項３７】
　内視鏡処置を実施する方法であって、前記方法は、請求項３に記載の組み合わせたチュ
ーブセットに、流体を含有するボトルを接続する工程と、内視鏡に前記組み合わせたチュ
ーブセットを接続する工程と、加熱されたおよび／または加湿された空気を前記内視鏡に
提供する工程と、前記内視鏡処置を実施する工程と、を含む、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、２０１１年６月２０日に出願された米国特許第１３，１６４，７６６号およ
び２０１１年６月２０日に出願されたＰＣＴ出願ＵＳ２００１１／４１１３３号および２
０１０年１０月１４日に出願された米国仮特許出願第６１／３９３，２３８号の出願日の
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利益を主張する。これらの全開示は本開示に参照として本明細書に組み込まれる。
【０００２】
　本出願は医療機器システムに関する。より特には、内視鏡システムを水ボトルに接続で
きる吹送、潅注および洗浄のための組み合わせたチューブセットに関する。
【背景技術】
【０００３】
　内視鏡機器は治療を必要とする器官または身体通路の内部画像を外科医に提供するよう
に開発されている。このような内視鏡は典型的に、小型鉗子などのフレキシブルな器具を
挿入し、進入させるチャネルを有する。内視鏡アセンブリは、一端に接眼レンズまたは他
の可視化手段を備え、他端に画像化手段を備えた細長いフレキシブルなケーブルを含む。
そのケーブルは、照射された手術部位から可視化手段まで画像または画像生成信号を送信
し、外科医は器具の作用端部の動作の目視確認をする。そのケーブルはまた、潅注、吹送
、洗浄、または他の目的ために流体（液体または気体）を送達するための流路を提供する
。滅菌水が流れる光学ヘッドを提供する必要があり得る。光学ヘッドを通る滅菌水の通路
は画像化手段における物質の蓄積を防ぐ。この水の流れは、ある程度、ワイパー／ウォッ
シャーアセンブリのように作動する。
【０００４】
　通常の実施において、内視鏡機器は、潅注、吹送、洗浄または他の目的のためにコネク
タを接続できるいくつかのポートを提供する、制御本体を有する。それらのポートは、様
々な目的に適切な様々な取り付け具を備え得る。例えば、空気および水ポートは、洗浄お
よび他の目的のために空気および／または水を提供するのに好適な空気／水コネクタを受
容することができる。このように、空気および水は、コネクタを通して内視鏡の導光コネ
クタに送達される。導光コネクタまたは制御本体はまた、潅注水を内視鏡に直接提供でき
るように潅注ポートを備え得る。好適な弁が、内視鏡の制御本体およびフレキシブルなケ
ーブルを通して水および／または空気の流れを制御するように制御本体に設けられる。
【０００５】
　不運なことに、通常、装置および／または水の無菌を維持することに関連して高額な費
用がかかる。滅菌水が、チューブを介して内視鏡機器に接続される水ボトルから洗浄する
ために提供され得る。チューブは、そのチューブが内視鏡機器の空気／水ポートに接続で
きるように一端に取り付け具を有し、チューブの他端は水ボトルに挿入される。典型的に
、取り付け具は２つのチューブを備え、一方は水を提供し、他方は空気を提供する。時々
、２つのチューブは、水を提供する内側チューブおよび空気を提供する外側チューブを有
して同軸になり得る。内側チューブは水ボトル内のキャップを通して延び、外側チューブ
は水ボトルのキャップに接続される。空気は水容器の内側を加圧するように内側チューブ
と外側チューブとの間の領域を介して送達され得る。一部の実施形態において、ボトルを
加圧し、管腔を吹送するガスは、ボトルキャップと接続する別個のチューブを通して供給
され得る。そのようなシステムにおいて、ガスは内側チューブと外側チューブとの間の空
間を通してボトルから内視鏡まで流れる。ボトル内に流れるガスはボトル内の圧力を増加
させる。内視鏡内の弁が開口される場合、ボトル内の圧力は、所望の速度で内側チューブ
を通して内視鏡内に水を流れさせる。例えば、内視鏡と共に利用される内側チューブおよ
び外側チューブセットは特許文献１および特許文献２に記載されている。それらの全開示
は本出願に参照として組み込まれる。
【０００６】
　潅注の目的は視野から残屑を取り除くことである。消化物、粘液、血液および分離組織
などの残屑が管腔壁の一部を覆う場合、手術者は、組織の状態の適切な評価を利用できな
いか、または生検除去もしくは焼灼などの作用を実施できない。潅注が望まれる場合、別
のセットのチューブを使用して内視鏡機器は別の水ボトルに接続され得る。潅注チューブ
の一端は内視鏡機器の潅注ポートに接続され、チューブの他端は、水ボトル内に配置され
得るようにキャップを通して延びる。潅注チューブは蠕動ポンプ内に挿入可能なフレキシ
ブルなチューブの部分を与えることができる。蠕動ポンプは潅注に好適な内視鏡に水の流
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れを提供する。潅注システムは、蠕動ポンプを用いてボトルの外へ水を引くことにより水
を移動させるので、その潅注システムは空気がボトルへ進入できるように通気口を必要と
する。対照的に、吹送およびレンズ洗浄システムは、内圧を用いて水をボトルから外へ押
し出すことによって水を移動させるので、チューブおよびボトルアセンブリは圧力を維持
するために封止されなければならない。
【０００７】
　使用後、２つの水ボトル、チューブおよび関連する取り付け具は、それらが使い捨て物
品でない場合、滅菌されるか、または消毒される。物品が使い捨てである場合、２つの水
ボトル、チューブ、および関連する取り付け具は捨てられる。物品が滅菌または消毒され
る場合、清浄、および消毒または高圧蒸気殺菌に関連するかなりの労働費がかかる。さら
に、チューブとボトルとの間の接続領域に残っている残留汚染物質の可能性も存在する。
これにより、いずれの場合においても病院でかなりの費用がかかる。一部のシステムにお
いて、使用者が両方の機能（潅注および洗浄）を実施することを望む場合、２つのボトル
が必要とされる。なぜなら、これらのシステムの設計はそれらを別々の独立した個々のシ
ステムとして扱うからである。
【０００８】
　乾燥室温空気の代わりに温（例えば体温）水を使用して吹送が実施される場合、臨床的
利点が存在することが研究により証明されている。この利点は、温水が冷えた乾燥空気よ
り内部組織の自然な環境に、より類似しているという事実に起因すると考えられる。空気
の挿入により引き起こされる温度の急激な損失は、管腔の内側の筋肉を収縮させ得、組織
への血流に影響を与え得る。また、温水が吹送に使用される場合、組織に残っている残屑
は容易に洗い流され、それにより、使用者が水を除去し、吹送のために空気を添加した場
合、癌検診のための視認性が改善される。内視鏡が患者に挿入されると、温水注入が典型
的に実施される。続いて水が除去され、内視鏡が除去されると、空気と置換され、操作者
は問題のある組織（癌性腫瘍など）を調べる。
【０００９】
　通常、組織が冷えた乾燥空気ではなく、温液体に供されると、消化管を通るガスは温か
くなり、湿る傾向がある。したがって、吹送がガスで実施される場合はいつでも、温かい
、湿ったガスを使用することは利点がある。一部の内視鏡システムにおいて、吹送のため
に内視鏡に進入するガスは最初に水ボトルを通過し、次いで内視鏡内を通過する。このよ
うなシステムにおいて、ボトルに進入する前にガスを加温することおよび／またはボトル
内の水を加温することは可能である。次いでガスが底部でボトルに進入し、上部で泡立つ
場合、ガスは水を吸収し、加熱し、次いで吹送のためにガスが内視鏡に移動すると、ボト
ルを温め、加湿したままにする。吹送のために使用したガスにより、組織が乾燥または冷
える場合、管腔壁は締め付けられ得る。この手順のために使用されるガスが周囲空気の代
わりに二酸化炭素である場合、二酸化炭素は１００倍より速く組織内に吸収される。
【００１０】
　消化組織内への二酸化炭素の吸収速度は、周囲空気の約９９％を構成する組み合わせの
酸素および窒素の１００～１５０倍である。二酸化炭素は組織内に吸収され、呼吸器系を
通して吐き出されるので、管腔内のガスは消化系の残りを通過せず、それ故、患者を快適
にし、回復速度を改善する。
【００１１】
　潅注システムと同様のレンズ洗浄システムは、弁のみにより遮断される連続液体通路を
備える（潅注システム流路はまた、ポンプローラにより遮断される）。レンズ洗浄のため
の水源として機能する水ボトル内の水の滅菌を維持することが望まれる。したがって、レ
ンズ洗浄流路内に逆止弁を追加することが望まれる。この逆止弁は、一部の実施形態にお
いて、内視鏡と共に再処理されるというよりむしろ、後でチューブセットと共に捨てられ
てもよいので、チューブセットの空気／水コネクタ内に組み込まれる。逆止弁は二次汚染
を防止するのに役立ち得る。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】米国特許第６，２１０，３２２号
【特許文献２】米国特許第６，４８５，４１２号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　したがって、内視鏡処置において使用されるチューブセットを汚染する危険性を減少ま
たは除去し、患者に影響を与える危険性を減少または除去するために新規の装置および方
法を開発する必要性がある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　内視鏡チューブセットを汚染する危険性を低減または排除し、患者を感染させる危険性
を低減または排除する新規装置および方法が提供される。一部の実施形態において、水ボ
トルアダプタが内視鏡機器に使用するために提供される。水ボトルアダプタは、洗浄する
ための第１のチューブセットおよび潅注するための第２のチューブセットと共に水ボトル
のネックへの取り付けに好適なキャップを備える。第１のチューブセットは空気チューブ
および水チューブを備える。第１のチューブセットの一端に、内視鏡機器上のポートに取
り付けられ得る第１のコネクタが設けられる。この第１のコネクタは、水、空気、および
他の医療用ガスが望ましくない方向に移動することを防ぐ１つ以上の逆止弁を有してもよ
い。コネクタと対向する空気チューブの端部は水ボトルキャップに接続され、コネクタと
対向する水チューブの端部は、水ボトルキャップに接続され、水ボトルキャップを通して
延びる。潅注のための第２のチューブセットに、蠕動ポンプ内に挿入されるチューブのフ
レキシブルな部分が設けられてもよい。潅注チューブの一端に、内視鏡機器の潅注ポート
に取り付けられ得る第２のコネクタが設けられ、他端は水ボトルキャップを通して延びる
。
【００１５】
　一部の実施形態において、内視鏡のための洗浄流体を提供するのに利用される第１のチ
ューブセットであって、該第１のチューブセットは空気チューブおよび水チューブを備え
る、第１のチューブセットと、内視鏡のための潅注流体を提供するのに利用される第２の
チューブセットであって、該第２のチューブセットはフレキシブルな部分を備える、第２
のチューブセットと、を含む、組み合わせたチューブセットが存在する。
【００１６】
　一部の実施形態において、内視鏡のための洗浄流体を提供するのに利用される第１のチ
ューブセットであって、該第１のチューブセットは、空気チューブおよび水チューブを備
える、第１のチューブセットと、内視鏡のための潅注流体を提供するのに利用される第２
のチューブセットであって、該第２のチューブセットはフレキシブルな部分を備える、第
２のチューブセットと、システムにガスを提供するのに利用される第３のチューブを含む
、組み合わせたチューブセットが存在する。
【００１７】
　一部の実施形態において、別個のガスチューブ、潅注水チューブ、および洗浄水チュー
ブを備えるチューブセットと、内視鏡との間に水およびガスを通過させるアダプタが存在
する。
【００１８】
　一部の実施形態において、別個のガスチューブおよび洗浄水チューブを備えるチューブ
セットと内視鏡との間に水およびガスを通過させるアダプタが存在する。
【００１９】
　一部の実施形態において、洗浄流体を内視鏡に提供するのに利用されるチューブセット
が存在し、該チューブセットは空気チューブおよび水チューブを備え、空気路内にフィル
タを有する。
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【００２０】
　一部の実施形態において、内視鏡のための洗浄流体を提供するのに利用されるチューブ
セットが存在し、該チューブセットは空気チューブおよび水チューブを備え、水路内に逆
流防止弁を有する。
【００２１】
　一部の実施形態において、液体を機器に提供するように構成される第１のチューブセッ
トであって、該第１のチューブセットは、ガスおよび液体を機器に提供する、第１のチュ
ーブセットと、液体を機器に提供するように構成される第２のチューブセットであって、
該第２のチューブセットは、フレキシブルな部分を含むことができる、第２のチューブセ
ットと、を含む、チューブアセンブリが存在する。
【００２２】
　様々な実施形態のさらなる特徴および利点が、以下の詳細な説明に部分的に記載され、
その説明から部分的に理解されるか、または様々な実施形態を実施することにより習得さ
れ得る。様々な実施形態の目的および他の利点は、詳細な説明および添付の特許請求の範
囲において特に指摘される要素および組み合わせにより理解され、達成されるであろう。
【００２３】
　部分的に、本実施形態の他の態様、特徴、利益および利点は、以下の詳細な説明、添付
の特許請求の範囲および添付の図面を参照して明白になるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】図１は空気／水チューブセットの実施形態を示す。
【図２】図２は水ボトルに固定された空気／水チューブセットの実施形態を示す。
【図３】図３は潅注チューブセットの実施形態を示す。
【図４】図４は内視鏡の実施形態を示す。
【図５Ａ】図５Ａは組み合わせた潅注および空気／水チューブセットの実施形態を示す。
【図５Ｂ】図５Ｂは組み合わせた潅注、空気／水、およびガスチューブセットの実施形態
を示す。
【図５Ｃ】図５Ｃは組み合わせた潅注および空気／水チューブセットのためのユニバーサ
ルコネクタの実施形態を示す。
【図６Ａ】図６Ａはユニバーサルフィットボトルキャップの実施形態を示す。
【図６Ｂ】図６Ｂはユニバーサルフィットボトルキャップのアイソメトリック図の実施形
態を示す。
【図６Ｃ】図６Ｃはボトル上に螺合されたユニバーサルフィットボトルキャップの実施形
態を示す。
【図６Ｄ】図６Ｄはボトルキャップおよびライナーの実施形態を示す。
【図７】図７はボトルキャップ内に組み込まれた空気フィルタの実施形態を示す。
【図８】図８は逆止弁を備えた空気／水コネクタの実施形態を示す。
【図９Ａ】図９Ａはインライン空気フィルタアセンブリの実施形態を示す。
【図９Ｂ】図９Ｂはオフセットした水チューブ通路を備えるインライン空気フィルタアセ
ンブリの実施形態を示す。
【図９Ｃ】図９Ｃはオフセットした水チューブ通路を備えるインライン空気フィルタアセ
ンブリの実施形態の斜視図を示す。
【図１０】図１０は逆止弁およびインライン空気フィルタを備える空気および水コネクタ
の実施形態を示す。
【図１１Ａ】図１１Ａはライナーの実施形態を示す。
【図１１Ｂ】図１１Ｂは実質的にＬ字形状の断面を有するライナーの実施形態の断面図を
示す。
【図１２】図１２は逆流防止弁を備える空気および水コネクタの実施形態の背面図を示す
。
【図１３】図１３は逆流防止弁を備える空気および水コネクタの実施形態の正面図を示す
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。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　図面は縮尺通りに描かれていないことは理解されるべきである。さらに、図面中の対象
物間の関係は縮尺通りでない場合があり、実際はサイズに関して反対の関係を有してもよ
い。図面は、示される各々の対象物の構造を理解し、明確にする意図があり、一部の特徴
が構造の特別な特徴を示すために誇張されている場合がある。
【００２６】
　本明細書および添付の特許請求の範囲の目的のために、他に示されない限り、成分の量
、材料の割合または比率、反応条件を表す全ての数字、ならびに本明細書および特許請求
の範囲に使用される他の数値は、全ての場合に「約」という用語により修飾されることが
理解されるべきである。したがって、反対に示さない限り、以下の明細書および添付の特
許請求の範囲に記載した数値パラメータは、本発明により得られることを目的とする所望
の特性に応じて変化し得る近似値である。少なくとも、特許請求の範囲に対する均等論の
適用を制限しようとするものではなく、各数値パラメータは少なくとも、報告されている
有効数字を考慮して、および通常の丸め法（四捨五入）により解釈されるべきである。
【００２７】
　数値範囲およびパラメータを本明細書に記載しているにも関わらず、本発明の広範な範
囲はおおよそであり、特定の例に記載した数値は可能な限り正確に報告されている。しか
しながら、任意の数値は、本質的に、それらのそれぞれの試験測定値に見出される標準的
な偏差から生じる必要な特定の誤差を含む。さらに、本明細書に開示される全ての範囲は
、本明細書に含まれる任意および全ての部分的な範囲を包含することが理解されるべきで
ある。例えば、「１～１０」の範囲は、１の最小値と１０の最大値の間（および含む）の
任意のおよび全ての部分的な範囲を含む。すなわち、任意および全ての部分的な範囲は、
１以上の最小値と１０以下の最小値、例えば５．５～１０を有する。
【００２８】
　参照がここで、本発明の特定の実施形態に対して詳細になされ、その例は添付の図面に
示される。本発明は例示した実施形態と共に記載されているが、それらはそれらの実施形
態に本発明を限定することを意図しているわけではないことは理解されるであろう。反対
に、本発明は、添付の特許請求の範囲により規定される本発明の範囲内に含まれ得る全て
の代替物、改変物、および等価物を含むことが意図される。
【００２９】
　本明細書および添付の特許請求の範囲に使用される場合、単数形「一つの（ａ）」、「
一つの（ａｎ）」、および「その（ｔｈｅ）」は、明確および明白に一つの指示対象を限
定して示さない限り、複数の言及も含む。したがって、例えば、「チューブセット」は、
１、２、３またはそれ以上のチューブを含む。
【００３０】
　我々は、ここで、図面を参照し、その図面に示した要素は、必ずしも縮尺通りに示され
ているわけではなく、同じまたは類似の要素はいくつかの図面にわたって同じ参照符号で
指定する。
【００３１】
　図１は、ガス吹送およびレンズ洗浄のための内視鏡または空気／水チューブセット１０
に水ボトルを接続するためのシステムの例を示す。チューブセット１０は水チューブ１２
および空気チューブ１４を含む。水チューブ１２は示した例において空気チューブ１４を
通して延びるが、他の実施形態において、水および空気チューブは分離されてもよいか、
または水チューブは空気チューブを通して延びなくてもよいことは留意されるべきである
。チューブセット１０は、内視鏡（図示せず）に接続され得るチューブセットの一端にコ
ネクタ１８を備える。キャップ１６は空気チューブ１４に接続され、水チューブ１２はキ
ャップ１６を通して延びる。一部の実施形態において、現在のシステムは単一のボトルと
共に使用されるように構成される。しかしながら、一部の実施形態において、１つより多



(11) JP 2013-539716 A 2013.10.28

10

20

30

40

50

いボトルが使用されてもよいことは理解されるだろう。
【００３２】
　図２は水ボトル６０に取り付けられた空気／水チューブセット１０の例を示す。キャッ
プ１６が水ボトルに配置される場合、内視鏡のための水源を提供するように水チューブが
水ボトル内に延びる。コネクタ１８（図１と対照的にＯｌｙｍｐｕｓコネクタと示される
）が、レンズを洗浄するための水を提供するように内視鏡におけるポートに接続され得る
。
【００３３】
　図３は、潅注のための内視鏡または潅注チューブセット２０に水ボトルを接続するため
のシステムの例を示す。潅注チューブセット２０の一端は内視鏡と適合し得るコネクタ２
２を有する。潅注チューブセット２０は、蠕動ポンプ内に挿入され得るチューブのフレキ
シブルな部分２４を備えてもよく、その蠕動ポンプは潅注のために内視鏡に水を送り込む
。潅注チューブセット２０はキャップ２６に取り付けられ、潅注チューブセット２０の水
ボトルの端部２８はキャップを通過するので、キャップが水ボトルに配置される場合、端
部２８は水ボトル内に延びることができる。潅注チューブセット２０は記載しているよう
に結合したチューブの３つの別個の部分から形成されるが、他の実施形態において、潅注
チューブ２０は、それより少しまたは多くの結合したチューブから形成されてもよい。キ
ャップ２６はベント３０を備える。ポンプがチューブを通して水を引き込むので、等体積
の空気がボトルに進入できる。示した実施形態において、空気はフィルタを通されるのに
対して、一部の実施形態において、空気はフィルタを通されないので、そのシステムにお
いて一部の他の間隙により進入できる。
【００３４】
　図４は、空気／水ポート３２および潅注ポート（図示せず）などのいくつかのポートを
備える内視鏡導光コネクタ７２の例を示す。空気／水チューブセット１０のためのコネク
タ１８は内視鏡７２の空気／水ポート３２に接続する。潅注チューブセット２０のための
コネクタ２２（図３）は内視鏡７２の潅注ポート（図示せず）に接続する。コネクタ１８
および（図３の）２２が内視鏡７２に接続される場合、レンズ洗浄または潅注のための水
が内視鏡に提供され得、ガス吹送システムが加圧され得る。
【００３５】
　空気／水チューブセット１０および潅注チューブセット２０は、内視鏡７２と共に使用
するための２つの別個の水ボトルを必要とする。チューブセットおよび水ボトルが再利用
される場合、装備および／または水の滅菌を維持するのに関連する高額な費用がかかる。
装置の手動または自動化洗浄および消毒または高圧蒸気殺菌に関連するかなりの高額な費
用がかかる。さらにまた、チューブとボトルとの間の接続領域に残っている残留汚染物質
の可能性が存在する。さらに、空気／水チューブセット１０および潅注チューブセット２
０の各々はそれら独自の水ボトルを必要とするので、装置が使用された後、より多くの装
備が滅菌されなければならないか、または再利用されない場合、捨てられる。
【００３６】
　さらに、種々の種類の水ボトルおよび水容器が内視鏡システムのために存在する。現在
、使い捨て可能な水ボトルが２５０ミリリットル、５００ミリリットルおよび１，０００
ミリリットルサイズで製造されている。これらの水ボトルは、わずかに異なる長さのわず
かに異なる直径のネック（首部）を有する。これらの水ボトルの各々のネックのネジ山構
造はわずかに異なる。ネックの長さとネジ山構造との相違は、それらのそれぞれの設計を
利用するいくつかの異なる会社により製造される水ボトルの結果である。したがって、種
々の水容器を種々の内視鏡システムに適合できるような要求が発生した。任意の標準化が
達成され得ると、種々の種類の利用可能な水ボトルの各々に関する製品の在庫を維持する
要求を排除するであろう。内視鏡を図４に示しているが、他の医療用器具が本発明のチュ
ーブアセンブリおよび／またはキャップと共に使用されてもよいことは理解されるだろう
。それらの器具には、例えば、結腸鏡、腹腔鏡、気管支鏡、または使用するための流体（
例えば水、生理食塩水、デキストロース溶液、リンガー液、乳酸加リンガー液、またはそ
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れらの組み合わせなど）の使用を必要とするカメラを備えた任意の医療用器具が含まれる
。
【００３７】
　図５Ａは組み合わせたチューブセット１００の例示的な実施形態を示す。組み合わせた
チューブセット１００は、空気／水チューブセット１０４、潅注チューブセット１０６、
ボトルキャップ１３０、空気／水コネクタ１４０、および潅注コネクタ１５０を含む。潅
注コネクタ１５０は、ルアーコネクタなどの自在に適合可能なコネクタであってもよい。
潅注コネクタ１５０は代替として、内視鏡に直接接続するように設計されるコネクタであ
ってもよい。空気／水チューブセット１０４は、ボトルキャップ１３０から空気／水コネ
クタ１４０まで空気チューブ１１０を通して延びる水チューブ１２０として示される。空
気／水コネクタ１４０は、Ｏｌｙｍｐｕｓ（登録商標）内視鏡への接続に好適なコネクタ
として示されているが、内視鏡操作の間に使用される種々の種類および／またはブランド
の内視鏡を促す任意の好適なコネクタが利用されてもよいことは認識されるべきである。
【００３８】
　空気／水コネクタ１４０および／または潅注コネクタ１５０は代替として、自在に適合
可能なコネクタ設計であってもよい。さらに、他の実施形態において、チューブセットの
チューブの構成もまた、種々の種類および／またはブランドの内視鏡に適合するように改
変されてもよい。例えば、空気／水コネクタ１４０および潅注コネクタ１５０は、組み合
わせたチューブセット１００を任意の種類またはブランドの内視鏡に接続するのに好適な
任意の種類のコネクタを利用してもよいか、または取り付け具が、特定のブランドおよび
種類の内視鏡（例えば米国特許第６，２１０，３２２号および同第６，４８５，４１２号
）を用いたチューブセットを利用可能にし得るアダプタ本体と適合してもよい。一部の実
施形態において、内視鏡に接続されるユニバーサルコネクタまたはアダプタは、空気／水
コネクタ１４０および潅注コネクタ１５０の両方を受容できる。例えば、組み合わせたチ
ューブセット１００は、Ｆｕｊｉｎｏｎ（登録商標）ＡＪ－５１０またはＢｙｒｎｅ　Ｍ
ｅｄｉｃａｌ１００１４１アダプタとの接続に好適であり得る。さらに、一部の実施形態
において、ユニバーサルコネクタは図５Ｃに示すように内視鏡から離れて移動されてもよ
い。示した実施形態において、水チューブ１２０は空気チューブ１１０を通して延びるが
、一部の実施形態において、空気チューブおよび水チューブは分離されてもよい。すなわ
ち、水チューブは空気チューブ内に含まれない。分離された空気および水チューブの構成
において、空気／水コネクタ１４０は、同軸の空気および水チューブ構成を利用する内視
鏡との接続に好適なコネクタを備えるアダプタ本体と適合し得る取り付け具を備えてもよ
い。
【００３９】
　空気／水チューブセット１０４において、水チューブ１２０は、空気／水コネクタ１４
０からボトルキャップ１３０を通して延びる。空気チューブ１１０は水チューブ１２０よ
り大きな直径を有し、空気／水コネクタ１４０からボトルキャップ１３０まで延びる。空
気チューブ１１０および水チューブ１２０はプラスチック材料、エラストマー材料、また
は任意の好適な材料あるいは材料の組み合わせから作製されてもよい。空気チューブ１１
０および水チューブ１２０は、紫外線粘着剤、任意の好適な接着剤、または任意の好適な
取り付け手段により空気／水コネクタ１４０に固定され得る。水チューブ１２０はボトル
キャップ１３０を通過するが、空気チューブ１１０は、紫外線粘着剤、任意の好適な接着
剤、または任意の好適な取り付け手段によりボトルキャップ１３０に固定され得る。空気
チューブ１１０は水チューブ１２０より大きい直径を有するので、水チューブ１２０の外
面と空気チューブ１１０の内面との間に環状空気通路が作製される。環状空気通路はボト
ルキャップ１３０から空気／水コネクタ１４０まで延びる。
【００４０】
　ボトルキャップ１３０は水ボトル（図示せず）のネックに固定され得るので、水チュー
ブ１２０の端部が水ボトル内に延び得る。ボトルキャップ１３０は、プラスチック材料、
エラストマー材料、および／または任意の好適な材料あるいは材料の組み合わせから作製
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されてもよい。水チューブ１２０は、水ボトル内に含まれる液体内に水チューブ１２０を
重みで押し下げるために、一端に取り付けられるアンカー（固定具）１６０を有してもよ
い。重り１６０は水チューブ１２０の端部が滅菌水ボトルの底に隣接して存在することを
保証する機能をする。重り１６０は、流体が水チューブ１２０を通して空気／水コネクタ
１４０まで通過できる開口部（図示せず）を提供する。一部の実施形態において、重り１
６０は省略されてもよい。重り１６０は、水チューブ１２０の端部に紫外線により接着さ
れてもよいか、または任意の好適な接着剤もしくは任意の好適な取り付け手段により固定
されてもよい。
【００４１】
　ボトルキャップ１３０は、以下により詳細に記載するように、特に種々の異なる水ボト
ルのネジ山と結合するように適合される雌ネジを有する。ボトルキャップ１３０は、ボト
ルキャップ１３０と水ボトルとの間に実質的に気密封止を促すための１つ以上のガスケッ
ト（図示せず）を備えてもよい。ボトルキャップ１３０が水ボトルに固定され、空気／水
コネクタ１４０が内視鏡に接続される場合、空気は水チューブ１２０の外面と空気チュー
ブ１１０の内面との間に作製された環状空気通路を介して内視鏡から水ボトルまで通過で
きる。他の実施形態において、チューブは分離されてもよいことに留意されたい。ボトル
キャップ１３０が気密またはほぼ気密封止を生じるので、水ボトル内に促される空気によ
り、ボトル内に圧力を生じ、空気／水コネクタ１４０を有する水チューブ１２０の第２の
端部の方向へ重りまたはアンカー１６０を有する水チューブ１２０の第１の端部を水が通
るように促す。重りまたはアンカー１６０が示されるが、これは任意選択の部品であり、
チューブセットは重りまたはアンカーを必要としなくてもよい。
【００４２】
　潅注チューブセット１０６はまた、組み合わせたチューブセット１００を提供するよう
にボトルキャップ１３０に接続される。潅注チューブセット１０６は、潅注コネクタ１５
０、逆流防止弁（複数も可）１８０、およびフレキシブルなチューブ部分１９０を含む。
潅注チューブセット１０６の第１の端部は、内視鏡に接続され得る、潅注コネクタ１５０
を備える。空気／水チューブセット１０４と対照的に、潅注チューブセット１０６は単一
のチューブを備える。潅注チューブセット１０６はプラスチック材料、エラストマー材料
、または任意の好適な材料あるいは材料の組み合わせから作製されてもよい。
【００４３】
　潅注チューブセット１０６は水ボトル内への水の逆流を防止するために１つ以上の逆流
防止弁１８０を備えてもよい。潅注チューブセット１０６は、蠕動ポンプ内に挿入可能な
フレキシブルなチューブ部分１９０を備えてもよい。示した実施形態において、逆流防止
弁１８０は内視鏡に接続するチューブセット１０６の端部に配置される。しかしながら、
他の実施形態において、１つ以上の逆流防止弁１８０は、例えば水中に配置されるチュー
ブ端部２００の近くなどの潅注チューブセット１０６の他の場所に配置されてもよい。逆
流防止弁１８０は水ボトル内へ戻る水の逆流を防止または制限するので、滅菌水の汚染の
可能性の危険性を減少させる。一部の実施形態において、逆流防止弁はまた、空気／水チ
ューブセット１０４において利用されてもよい。逆流防止弁は、例えばフラップ弁、ダッ
クビル弁などの異なる設計であってもよい。
【００４４】
　潅注チューブセット１０６のチューブは、紫外線粘着、任意の好適な接着剤、または任
意の好適な取り付け手段によりボトルキャップ１３０、潅注コネクタ１５０、および／ま
たは逆流防止弁（複数も含む）１８０に固定され得る。ボトルキャップ１３０が水ボトル
に配置される場合、潅注チューブセット１０６の水源端部２００は水ボトル内に延びる。
空気／水チューブセット１０４の水チューブ１２０と同様に、潅注チューブセット１０６
の水源端部２００は、滅菌水ボトルの底部の方へ水源２００を重りで押し下げるためのア
ンカーまたは重り（図示せず）を備えてもよい。
【００４５】
　図１および３に示した分離されたチューブセットは、内視鏡の使用の間に完全に利用さ
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れなくてもよい２つの別個の水ボトルを備える。内視鏡の使用が完了すると、２つの水ボ
トルは、水および／または器具の将来の汚染を防ぐために捨てられてもよい。さらに、チ
ューブセットが使い捨てである場合、２つのチューブセットは捨てられる。チューブセッ
トが再利用可能である場合、器具は、手動または自動で洗浄または消毒されなければなら
ないか、あるいは将来の使用のために器具を滅菌するために加圧滅菌されなければならな
い。対照的に、組み合わせたチューブセット１００は、潅注および洗浄のための水源を、
内視鏡操作の間に使用される単一の水ボトルにより提供することができ、それにより、消
費を最小限にする。さらに、組み合わせたチューブセットは低コストの使い捨て材料から
作製されてもよく、それにより、洗浄および加圧滅菌に関連する労力および費用が回避さ
れる。
【００４６】
　図５Ｂは、チューブアセンブリ（例えば、組み合わせた潅注、空気／水、およびガスチ
ューブセット）２１０の例示的な実施形態である。組み合わせた潅注、空気／水、および
ガスチューブセット２１０は、図５Ａに示したチューブセットと同様の空気／水チューブ
セット１０４、潅注チューブセット１０６、およびボトルキャップ１３０を備えてもよい
。さらに、組み合わせた潅注、空気／水、およびガスチューブセット２１０はまた、ガス
チューブセット２１５を備える。ガス（例えば、空気、二酸化炭素、窒素、酸素またはそ
れらの組み合わせあるいは他の医療用ガス）が、ボトルキャップ１３０に取り付けられた
ガスチューブセット２１５によりボトルに供給されてもよい。ガス供給コネクタ２２５は
ガス源に接続されてもよく、ガス弁２２０が、水ボトル内へのガスの流れを開閉するため
に利用されてもよい。ガス弁２２０は任意であり、他の実施形態において利用されなくて
もよい。ガス供給コネクタ２２５は、一方向のみにガスが流れることができる逆流防止弁
を組み込んでもよい。一部の実施形態において、逆流防止弁はガスチューブセット２１５
の端部２３０に配置されてもよい。ガス弁２２０は開口すると、ガスは、ガスチューブセ
ット２１５を通してボトル内に流れ、ボトルを加圧し、水チューブ１２０の外面と空気チ
ューブ１１０の内面との間に作製された環状通路を介してボトルキャップ１３０から内視
鏡まで通過する。ガスチューブセット２１５の端部２３０はボトルキャップ１３０を通し
て、水ボトルの底部まで延びる。結果として、容器に進入するガスは水を泡立て、加湿さ
れる。ガスが予熱され、および／または水が予熱される場合、加温し、湿ったガスが次い
で内視鏡まで流れ、次いで吹送のために患者に流れる。示した実施形態においてガスチュ
ーブセット２１５の端部２３０はボトルキャップ１３０を通して延びるが、他の実施形態
において、端部２３０はボトルキャップ１３０において停止してもよい。チューブセット
２１５の端部２３０が水内に延びない実施形態において、患者まで流れたガスは予め加湿
されてもよいか、または乾燥ガスが患者に送達されてもよい。
【００４７】
　一部の実施形態において、本出願は、例えばタンクなどの二酸化炭素ガス源によってガ
スチューブセット２１５に提供される例えば二酸化炭素（それは後でボトル内の液体（例
えば水）を泡立てるので加湿される）などの加温ガスと共に使用するように設計される。
一部の実施形態において、ボトル（例えば図２における６０）は例えば外部熱源（例えば
ホットプレート、マイクロ波など）によって加熱されてもよい。このように、ボトル内の
ガスおよび／または液体は加熱されてもよい。
【００４８】
　一部の実施形態において、ガスは、ボトル内の流体に対する水流の反対方向のキャップ
１３０の方向にガスを通すことによって加湿されてもよい。一部の実施形態において、ガ
スは加圧され、圧力下でチューブ内に供給されてもよい。
【００４９】
　ガスは、流体を通して泡立てることによって加湿され、ボトルを加圧し、水チューブ１
２０の外面と空気チューブ１１０の内面との間に作製される環状通路を介してボトルキャ
ップ１３０から内視鏡まで移動する。ガスチューブセット２１５の端部２３０はボトルキ
ャップ１３０を通して水ボトルの底部まで延びる。一部の実施形態において、より小さな
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泡はガスの加湿速度を増加させるので、チューブ２３０の端部は、加湿速度を増加させる
ために泡のサイズを減少させるように構成される先端部（例えば先端部の直径および／ま
たは表面積が減少され得る）を有してもよい。一部の実施形態において、ガスチューブの
先端部はオリフィスサイズを増加させるように角度付けられてもよく、それにより、そこ
から出ていくガスは表面積を減少させる。ガスはボトルを加圧し、加湿されたガスは空気
チューブ１１０の内面を通り、空気／水チューブ１０４に隣接するアダプタ１０３から内
視鏡まで通る。
【００５０】
　一部の実施形態において、空気／水チューブ１０４は、空気および流体がチューブから
、アダプタ１０３を通り、空気／水チューブ１０４を通り、内視鏡まで流れ出すことがで
きるように、水チューブ１２０の外面と空気チューブ１１０の内面との間に環状通路を作
製する空気チューブ１１０の内面内に延びる水チューブ１２０の外面を有する。組み合わ
せた空気／水チューブは、図５Ｂに示すようなチューブ構造内のチューブまたはチューブ
構造内のチューブを有さない２つの別個のチューブ（図示せず）であってもよいことは理
解されるだろう。一部の実施形態において、水チューブ１２０の外面は、空気チューブ１
１０内に連続または不連続に延びる。図５Ｂに示した実施形態において、水チューブはキ
ャップ１３０からボトル内に突出するが、空気チューブはボトル内に延びない。水チュー
ブ１２０は空気チューブ１１０と共に不連続である。一部の実施形態において、キャップ
１３０はさらに、キャップから突出するリム１３１を備えてもよく、チューブを誘導する
。キャップ１３０は、リムを有さなくてもよいか、またはキャップからチューブを誘導す
る１、２、３、４、５もしくはそれ以上のリムを有してよいことは理解されるだろう。一
部の実施形態において、キャップ１３０は、１つ以上のチューブが通過できる１、２、３
、４、５またはそれ以上のチャネルを有してもよい。図５Ｂにおいて、チューブが通過す
ることができる３つのチャネルが存在するが、空気および液体のみがチューブアセンブリ
を通してボトルから通過できるように気密封止がさらに存在する。一部の実施形態におい
て、かつ、図５Ｂに示すように、潅注チューブは、潅注チューブ１０６の残りよりフレキ
シブルな領域または部分１０７を有する。フレキシブルな領域または部分１０７は、潅注
流体をコネクタ２２６に接続され得る内視鏡に送り込むことができるポンプに接続される
ように構成される。一部の実施形態において、潅注チューブ、空気／水チューブおよび／
またはガスチューブは、そのチューブが他の領域よりフレキシブルである１つ以上のフレ
キシブルな領域を有してもよいことは理解されるだろう。また、一部の実施形態において
、潅注チューブ、空気／水チューブおよび／またはガスチューブは、１つ以上のフィルタ
、ベント、逆止め弁、ピンチクリップ、アダプタ、および／またはボトルキャップ１３０
の上に配置されるコネクタ有してもよいことは理解されるだろう。一部の実施形態におい
て、空気／水チューブ１０４は、チューブ内のガスおよび／または液体の流れを停止させ
るためにボトルキャップ１３０の上に配置されるピンチクリップを有してもよい。アダプ
タまたはコネクタは、チューブの恒久的な部分であるように構成されてもよく、したがっ
て、チューブを壊さなければ取り外すことができないか、あるいはそれは、チューブを壊
さずにチューブから取り外される（例えばねじりおよび引き出し嵌め、押し込み嵌め、引
き出し嵌め、ねじり切り嵌め、ルアーロックなど）ように構成されてもよいことは理解さ
れるだろう。一部の実施形態において、キャップは通気されてもよいか、またはベントを
有さなくてもよい。
【００５１】
　図５Ｃは、内視鏡７２に取り付けられた組み合わせた潅注および空気／水チューブセッ
トのためのユニバーサルコネクタまたはアダプタ２５０の実施形態を示す。空気／水チュ
ーブセット１０４および潅注チューブセット１０６は、ガスおよび／または流体（例えば
水、生理食塩水、デキストロースなど）をアダプタにもたらす。空気チューブ２６５およ
び水チューブ２６０は別個のチューブとして示される。これらのチューブはまた、同軸の
チューブ（図示せず）として１つに組み合わされてもよい。空気チューブ２６５および水
チューブ２６０は空気／水コネクタ１４０のそれらのそれぞれのポート内に延び、それに
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よって、空気および／または水は、内視鏡の使用者により必要とされる場合、チューブ内
に引かれてもよい。潅注チューブ２５５は、潅注流体を補助水コネクタ１５０、次いで必
要な場合、内視鏡に引くことができる、補助水コネクタ１５０に接続できる。
【００５２】
　一部の実施形態において、アダプタは、例えば、取り付け具により複数のチューブに取
り外し可能に取り付けられてもよいか、または複数のチューブに恒久的に取り付けられて
もよい。一部の実施形態において、アダプタは、複数のチューブの一部および他のアダプ
タ、コネクタ、チューブおよび／または任意の内視鏡に取り付けることができるコネクタ
を含むユニバーサルアダプタを備える。使用者は、潅注チューブセット１０６、空気／水
チューブセット１０４を有するチューブセットをアダプタ入力コネクタ２４０（アダプタ
入力コネクタ２４０の下に示されるこれらのチューブの下部）に接続する。次いでアダプ
タ入力コネクタ２４０は、空気チューブ２６５、水チューブ２６０および潅注チューブ２
５５に取り付けられてもよい（これらのチューブの上側部分はアダプタ入力コネクタ２４
０の上に示した）。これらのチューブの各々は、内視鏡７２に取り付けられるように構成
されるそれら独自のコネクタ（補助水コネクタ１５０）（空気／水コネクタ１４０）を有
する。このように、アダプタ２５０は、ユニバーサルアダプタであってもよく、特定の内
視鏡のために設計されるチューブおよびコネクタを有してもよく、使用者は単に、チュー
ブをアダプタ入力コネクタ２４０に接続することによってアダプタをチューブセット（２
４０の下）に接続する。したがって、チューブセットは使用される特定の内視鏡にカスタ
マイズされてもよい。一部の実施形態において、アダプタは種々の異なる内視鏡に対する
接続を可能にする。一部の実施形態において、ユニバーサルコネクタはチューブセットと
適合性があり、チューブセットは種々の内視鏡と適合性がある種々のアダプタと適合性が
ある。一部の実施形態において、アダプタ２４０が複数のチューブに恒久的に取り付けら
れ、取り外し可能でなくてもよいことが理解されるだろう。
【００５３】
　一部の実施形態において、液体およびガスを機器７２に提供するように構成される第１
のチューブセットであって、該第１のチューブセットは、機器に空気を提供するように構
成される第１のチューブ２６５と、液体を機器に提供するように構成される第２のチュー
ブ２６０と、を備える第１のチューブセットと、液体を機器に提供するように構成される
第２のチューブ２５５と、少なくとも第１のチューブセットおよび第２のチューブセット
と接触するボトルキャップとを備える第２のチューブセットと、を含むチューブアセンブ
リが存在する。
【００５４】
　一部の実施形態において、液体およびガスを機器７２に提供するように構成される第１
のチューブセットであって、該第１のチューブセットは、空気を機器に提供するように構
成される第１のチューブ２６５と、液体を機器に提供するように構成される第２のチュー
ブ２６０とを備える、第１のチューブセットと、第２の液体を機器に提供するように構成
される第２のチューブ２５５と少なくとも第１のチューブセットおよび第２のチューブセ
ットと接触するボトルキャップとを備える第２のチューブセットであって、該第２のチュ
ーブセットは、ポンプに接続されるように構成されるフレキシブルな部分を備える、第２
のチューブセットと、ガスを機器に提供するように構成される第３のチューブを備える第
３のチューブセットとを含むチューブアセンブリが存在する。一部の実施形態において、
１つのチューブ内に第１の液体および別のチューブ内に第２の液体が存在する。第１およ
び第２の液体は同じ種類の液体であってもよいか（例えば第１および第２の液体として水
）、または第１および第２の液体は異なる種類の液体であってもよい（例えば第１の液体
として水および第２の液体として生理食塩水）。したがって、一部の実施形態において、
潅注流体および洗浄流体は同じボトルからの同じ種類の流体（例えば水、生理食塩水、ま
たはデキストロースなど）であってもよい。一部の実施形態において、チューブアセンブ
リは、単一のボトルまたは複数の水ボトルと共に使用され得ることが理解されるだろう。
代替として、ボトルは、チューブセットと接触する１、２、３、４またはそれ以上の区画
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を有してもよく、各区画は、全ての区画において同じ流体を有してもよいか、または単一
のボトルからの各区画において異なる流体を有してもよい。
【００５５】
　必要に応じて、第１のチューブはボトルの内部に延び、少なくとも第３のチューブはボ
トルの内部に延び、第１のチューブセット、第２のチューブセットおよび第３のチューブ
セットは、ボトルキャップから延び、第１のチューブセット、第２のチューブセットおよ
び第３のチューブセットの各々は、アダプタ、コネクタ、弁、フィルタ、ピンチクリップ
、またはベントのうちの少なくとも１つを備える。
【００５６】
　一部の実施形態において、ガス（例えば二酸化炭素ガス）がガス注入チューブセット（
例えば第３のチューブセット）を通して進入し、ガス注入チューブセットの端部が液体（
例えば水）内に延びる場合、液体取り込みチューブが液体の代わりに気泡を取り込む危険
性がある。これは、液体（例えば水）取り込みチューブに対する入口が、ガス注入チュー
ブの外側に隣接して配置される場合または液体取り込みチューブに対する入口がガス注入
チューブの出口の上に配置される場合に起こり得る。後者の場合、気泡は液体取り込みチ
ューブの端部で生じ得る。液体取り込みチューブが気泡を取り込む場合、ガスが安定な流
れの液体の代わりに医療機器（例えば内視鏡）に供給される。結果として、効率の悪いレ
ンズ洗浄または潅注効果が起こる。
【００５７】
　したがって、一部の実施形態において、ボトルキャップの下の長さが、１つ以上の他の
液体取り込みチューブの長さより短いガス注入チューブが提供される。一部の実施形態に
おいて、チューブセットにおける１つ以上のチューブは同じまたは異なる長さであっても
よい。
【００５８】
　一部の実施形態において、チューブの長さが同じまたは異なることに加えて、１つ以上
のチューブを接続し、任意の液体取り込みチューブからガス注入チューブを分離する別の
部材（例えばブラケット、クリップ、フック、ループ、突起物、チャネル、スペーサ、ま
たは他のセパレータなど）が存在する。分離部材は１つ以上のチューブの間で水平分離お
よび／または垂直分離を促されてもよい。一部の実施形態において、分離部材は、気泡が
液体取り込みより高いレベルで液体に導入されるように垂直分離を促されてもよい。一部
の実施形態において、装置の１つ以上のチューブは、気泡が液体取り込みチューブから離
れて方向付けられるように一部の規定の形状に予め形成される。チューブセットが一般的
なマルチ内腔チューブから構築される実施形態において、ガス注入内腔は塞がれてもよく
、チューブ壁内の穴は、ガスがより高いレベルでチューブから出ていくように切り取られ
る。
【００５９】
　一部の実施形態において、第１、第２、第３および／または第４のチューブは互いに同
軸であってもよい。したがって、本出願は、液体および／またはガスを医療用機器に送達
するために１つに組み合わせた４つのチューブ、１つに組み合わせた３つのチューブ、１
つに組み合わせた２つのチューブを意図する。一部の実施形態において、本出願は、液体
および／またはガスを医療用機器に送達するための単一、二重、三重および／または四重
の内腔を使用することを意図する。
【００６０】
　一部の実施形態において、キャップは気密封止のためのライナーを備える。一部の実施
形態において、第１、第２および第３のチューブセットの長さは、ボトル内に含まれるチ
ューブセットの部分の長さより長い。
【００６１】
　図６Ａはユニバーサルフィットボトルキャップ３００の例示的な実施形態であり、図６
Ｂはユニバーサルフィットボトルキャップ３００の例示的な実施形態のアイソメトリック
図である。ボトルキャップ３００は、必要に応じて、水ボトルとの気密封止を生成するた
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めにライナーまたはシール（図示せず）を利用してもよい。ユニバーサルフィットボトル
キャップ３００の内面におけるネジ山（複数も含む）３１０は、キャップが様々な水ボト
ルと共に利用できる特定の断面形状およびネジのピッチを有する。キャップが作製される
材料は、特定の構造およびトライボロジー的性質（ヤング率および摩擦係数を含む）を有
する。ユニバーサルフィットボトルキャップ３００の寸法、ネジ山の形状およびピッチ、
ならびに材料特性は、これらの水ボトルの設計が変化したとしても、任意のいくつかの商
業的に利用可能な水ボトルと適合できる。
【００６２】
　同様に、ライナー材料は特定の構造およびトライボロジー的性質（デュロメータおよび
摩擦係数を含む）を有する。ライナーはまた、特定の断面プロファイル（形状）を有する
。ライナーのプロファイルおよび材料特性の組み合わせた効果により、ボトルキャップと
任意のいくつかの異なる水ボトルとの間に気密封止を形成できる。具体的には、ライナー
の内面は、その完全な円周周囲でボトルと連続して接触するように成形されるので、シス
テムを封止する。システムが封止されない場合、適切に機能しない。異なるボトルが、そ
れらのネジ山に対して異なる直径の、および異なる高さにおいてリムまたは隆起部を有す
ると仮定すると、ライナーは、適切な高さおよび直径でそれと接触することにより各々の
ボトルの設計と適合するように設計される種々の内径を有する。所望の場合、ライナーが
ボトルのリムと一致することができるようにするために、ライナーはキャップと接触する
表面に沿った間隙を使用する。ライナーは、別に形成され、ボトル内に挿入されてもよい
。あるいは、ライナーは、例えばオーバーモールドプロセスによりボトルキャップ内に直
接形成されてもよい。あるいは、ボトルキャップおよびライナーは１つの連続本体として
形成されてもよい。さらに、ライナーはまた、ボトルキャップと上述のチューブセットと
の間の気密封止を形成するために使用されてもよい。
【００６３】
　ボトルキャップは好ましくは、アクリロニトリルブタジエンスチレン（ＡＢＳ）、ポリ
塩化ビニル（ＰＶＣ）、ポリスチレン、またはポリカーボネートなどの硬質ポリマーから
作製される。示した実施形態において、ネジ山３１０は０．１６０インチ（０．４０６４
ｃｍ）のピッチを有し、ネジ山３１０は特定の数の回転により回転できる。非常に多くの
回転を生じることにより、ボトルキャップと適合できるボトル形状を制限してしまうだろ
う。しかしながら、非常に少ない回転を生じることにより、キャップが水ボトルに確実に
接続することを妨げる。示した実施形態において、ネジ山３１０は１．７５回の回転をす
る。ネジ山３１０の上下のユニバーサルフィットボトルキャップ３００の内径は、好まし
くは、ボトルの上部がネジ山３１０の上の領域３２０内に通過できるように十分な幅であ
るべきである。ユニバーサルフィットボトルキャップ３００の内径が非常に狭い場合、必
要に応じて、気密封止のためにライナーと係合するように、ボトルの上までは移動できな
い。
【００６４】
　ネジ山３１０は、基部（それはボトルキャップの壁と交わる）においてより厚く、内面
（ボトルネックの最も近く）においてより薄い断面を有するべきである。この形状は台形
に似ている。本発明の実施形態において、最も内側の面は約０．０３５インチ（０．０８
８９ｃｍ）の厚さを有するべきであり、最も厚い部分（壁の近く）は約０．０９０インチ
（０．２２８６ｃｍ）の厚さを有するべきである。
【００６５】
　ネジ山は、ボトルキャップの壁から最も離れて延びるその表面で、ネジ山の両端の距離
として測定される、内径を有する。ネジ山は、それがボトルキャップの壁に接合するその
基部で、ネジ山の両端の距離として測定される、外径を有する。ユニバーサルフィットボ
トルキャップ３００の一実施形態において、ネジ３１０は約１．３７５インチ（３．４９
２５ｃｍ）の内径および約１．４９０インチ（３．７８４６ｃｍ）の外径を有する。ユニ
バーサルフィットボトルキャップ３００の別の実施形態において、ネジ山３１０は１．３
００インチ（３．３０２ｃｍ）の内径および約１．４２０インチ（３．６０６８ｃｍ）の
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外径を有する。ネジ山が形成される表面３３０（ボトルキャップの内側円筒面）は約２°
傾いた先細になるので、その直径は、その表面の反対端よりもキャップの開口部において
わずかに大きくなる。ボトル上に螺合される場合、ユニバーサルフィットボトルキャップ
３００の滑らかな運動を確保するために、一部の実施形態において、ネジ山３１０は平滑
なエッジおよびコーナーを有さなくてもよい。０．０３５インチ（０．０８８９ｃｍ）幅
の内面のいずれかの端部における台形のコーナーは、その半径が約０．００５インチ（０
．０１２７ｃｍ）である平縁を有して丸くなっていてもよい。ネジ山３１０の２つの端部
は、ネジ山の内径からその内径に平滑な移行を提供するように傾斜路のような型で先細に
なってもよい。
【００６６】
　図６Ｃは、ボトル上に螺合されたユニバーサルフィットボトルキャップ３００の例示的
な実施形態である。ライナー３５０が、ネジ山３１０とユニバーサルフィットボトルキャ
ップ３００の上端部３４０との間の領域に存在する。ユニバーサルフィットボトルキャッ
プ３００が、ボトルのネックおよび通路３２０に十分な距離で螺合する場合、ライナー３
５０はボトル３６０と係合する。異なる製造業者からのボトルは、（１）ボトルネジ山か
ら上部リムまでの距離、（２）ボトルネジ山からボトルネックの最大外径までの距離、（
３）ボトルのリムの直径、および（４）ボトルネックの最大直径が顕著に異なる。ライナ
ーは、種々のボトル形状についての最大のネックの直径および上部のリムの１つまたは両
方と適合するように設計される。したがって、ライナーは、その長さにわたって異なる内
径を有する内面を有する。ライナーの異なる内径およびボトルキャップのネジ山に対する
それらの位置により、ライナーは、気密封止を十分に形成するようにボトルネックまたは
リムと係合する。
【００６７】
　吹送のためのガスおよびレンズを洗浄するための水を送達するためにシステム内の圧力
を維持するために、そのシステムは十分に気密にされなければならない。ボトルとボトル
キャップとの間の封止はボトルキャップアセンブリのフレキシブルな部材であるライナー
により維持され得る。このライナーは、キャップおよびボトルの硬質材料の間で圧搾され
るときに変形することによって、キャップおよびボトルとの接触を維持する。特に重要な
のは、ボトルおよびキャップとの接触を維持することを目的とするライナー表面の形状で
ある。単一のライナー設計により、複数のキャップ設計と複数のボトル設計との間の気密
封止を維持できる。しかしながら、一部の実施形態において、複数のライナーが利用され
てもよい。他の実施形態において、キャップが、異なる形状のボトルを含む、ボトルとの
封止を形成するフレキシブルな部材になるように、キャップおよびライナーは一つの部材
に一体化されてもよい。
【００６８】
　ボトルキャップおよびボトルネックは嵌合するネジ山を有する。キャップがボトルネッ
クに螺合される場合、ライナーはボトルネックまたはボトルスロート（ボトル喉部）と係
合し、封止を形成する。ボトルネジ山の形状は異なるので、キャップおよびライナー設計
は、所定の位置にキャップを十分に保持するために種々のボトル形状と十分に係合でき、
それにより、ライナーを圧縮してボトルとの封止を形成する。
【００６９】
　図６Ｄはボトルキャップ３００およびライナー３５０の例示的な実施形態である。シス
テムが封止されなければならない別の点は、ボトルに接続されたキャップ３００とチュー
ブ１１０との間である。これはまた、システム圧を維持するために封止を必要とする、キ
ャップとそれを通過する任意の他のチューブとの間の接着を含む。一部の場合、チューブ
は、接着ボンド、溶剤ボンドまたは加締適合などの機械的固定を用いてキャップに結合さ
れてもよい。しかしながら、他の実施形態において、チューブとキャップとの間の構造的
接続はフレキシブルなライナーを利用してもよく、それにより、チューブとキャップとの
間の接着または溶剤ボンドが必要とされない。このライナーはキャップとチューブとの間
の空間を占め得るので、ライナーは圧縮され、それにより気密封止を形成する。
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【００７０】
　あるいは、ライナーはボトルキャップの上下の領域においてチューブを取り囲んでもよ
く、チューブを収縮することにより封止を形成する。適切な形状を考慮すると、チューブ
の外面に対するライナーの封止は、システム内の圧力が増加するにつれてその収縮を増加
でき、チューブの外壁に対してフレキシブルなライナー材料を押しつける。
【００７１】
　図７はボトルキャップに組み込まれた空気フィルタの例示的な実施形態である。空気チ
ューブ１１０はフィルタハウジング３７０で停止する。フィルタハウジング３７０はボト
ルキャップのニップル３９０内に嵌合する。水チューブ１２０はフィルタ媒体３８０を貫
通する。水チューブ１２０およびフィルタ媒体３８０は、空気通路を適切に封止するよう
に接触できる。
【００７２】
　水が水ボトルから除去されると、空気はボトル内に流れることができなければならない
。一部の実施形態において、ボトル内の空気および水の滅菌を維持するように空気はフィ
ルタ（微生物、ＨＥＰＡなど）を通してボトルに進入できる。潅注システムは好ましくは
、患者からの汚染した流体が潅注システムに進入しないこと、例えば逆方向ではなく、ボ
トルから内視鏡までの一方向の流れを確保するために逆流防止弁または逆止弁を備える。
水を内視鏡まで供給する潅注チューブは典型的に１日の間に複数の患者に使用されるので
、チューブに進入する患者からの汚染物質は次の患者に流れる場合がある。したがって、
一部の実施形態において、逆止弁がボトルおよびチューブセット内の水の滅菌を維持する
のに望ましい。
【００７３】
　ＥＲＣＰ（内視鏡的逆行性胆道膵管造影）などの特定の手順において、患者の組織の汚
染を防止するために過剰な予防がとられなければならない。このような手順において、水
経路における逆流防止弁（図８において４１０）、および空気経路における空気フィルタ
（図９Ａにおける５００）の予防策を有することが特に望ましい。逆流防止弁および空気
フィルタを有するコネクタはチューブセットのチューブに恒久的に取り付けられてもよい
。このような実施形態は、使用者がチューブセットのコネクタに到達している内視鏡から
の汚染物質付近に接続される場合、使用者はチューブセット全体を取り替えることを必要
とする。廃棄物およびコストを減少させるために、別の実施形態はチューブセットに取り
外し可能に接続されるコネクタを特徴とする。したがって、内視鏡と接触しているコネク
タの一部を捨てることができ、チューブは無菌の状態であり、逆流防止弁および空気フィ
ルタを備える新たなコネクタを受容できる。コネクタ内の逆流防止弁は汚染物質がチュー
ブセットに到達することを防止できる。コネクタがチューブセットから取り除かれ、新た
な無菌コネクタと交換される場合、チューブセットは無菌の状態である。したがって、新
たなコネクタを有するチューブセットが、次の患者に使用される次の内視鏡に取り付けら
れる場合、次の患者は感染から防止される。元の空気／水コネクタが汚染する可能性を非
常に低くしながら、コネクタを取り替えることができることにより、患者を予防する医療
従事者の能力を向上させる。
【００７４】
　図８は逆止弁を有する空気および水コネクタ４００の例示的な実施形態である。コネク
タは、水が内視鏡から水チューブ４２０内に流れることを防止するために水流路において
可動式フラップ４１０を利用する。フラップは熱可塑性エラストマーなどの柔らかいフレ
キシブルな材料から形成されてもよい。フラップは、内視鏡空気／水レセプタクルの水取
り込みチューブ周囲の封止を形成する同じ本体から形成されてもよい。チューブセットの
水チューブ内の圧力が内視鏡の水取り込みチューブ内の圧力より高い場合（例えば、ボト
ルが加圧され、内視鏡のレンズ洗浄水弁が開口される場合）、水がチューブセットから内
視鏡内に流れ、可動式フラップを開口するように促す。圧力差がない場合、フラップは停
止状態になり、好ましくは流路を閉鎖するか、またはほぼ閉鎖する位置になる。チューブ
セットの水チューブ内の圧力が内視鏡の水取り込みチューブ内の圧力より低い場合（例え
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ば、内視鏡のレンズ洗浄水弁が開口され、患者の解剖学的内腔内の圧力がボトル内の圧力
より高い場合）、水の移動により可動式フラップは閉鎖するように促される。可動式フラ
ップが閉鎖する場合、それは封止本体４３０の特徴に対して閉鎖できる。可動式フラップ
はまた、水チューブ４５０の端部またはコネクタアセンブリの構造的部材に対して閉鎖で
きる。コネクタはまた、内視鏡の水取り込みチューブ周囲を封止する本体を備え、それに
より、水は外側または空気流路に漏れない。一部の内視鏡設計が、突出チューブ以外の一
部の他の手段（コネクタがガスケットにより嵌合しなければならない穴など）を通して水
を受け入れること、本明細書に記載される弁が同様にこのような内視鏡と適合性のある設
計において逆流を防止することは留意すべきである。一部の実施形態において、本明細書
に記載される弁機構はまた、チューブセットおよび内視鏡を通る空気（または他のガス）
の逆流を防止するために使用され得る。ボトルを加圧するために内視鏡からの空気の流れ
を受け取る実施形態において、弁は内視鏡からボトルまでの空気の流れのみを可能にし、
ボトルから内視鏡までの空気の流れを防止する。別の空気源からの空気を受け取る実施形
態において、空気はボトルから内視鏡まで流れ、弁は反対方向の流れを防止する。
【００７５】
　図９Ａはインライン空気フィルタアセンブリ５００の例示的な実施形態である。生物学
的安全性の観点から、水ボトルに進入する空気は多孔質媒体５２０を介してフィルタ処理
され得る。フィルタ処理されずに水ボトルに進入する空気は感染性細菌を保持し得る。例
示した実施形態は空気および水チューブをボトルキャップに接続するコネクタの一部を形
成するフィルタである。例示したように、フィルタは水チューブを囲み、空気チューブと
水チューブとの間の空間を満たす環状部材として形成される。フィルタは一部の多孔質媒
体５２０からなる。フィルタ媒体の構造的特性に応じて、フィルタアセンブリはボトルキ
ャップおよび水チューブを結合するための表面を有する構造的部材５１０を備えてもよい
。水チューブは例示したようにフィルタの中心を貫通できるか、または水チューブはフィ
ルタの側部を通ってもよい。チューブを通る全ての空気はフィルタ処理される。例示した
ように、フィルタアセンブリは空気チューブがボトルキャップと結合する場所に位置する
。他の実施形態において、フィルタアセンブリ５００はまた、空気／水コネクタに接続す
る空気チューブの端部に位置してもよい。このような実施形態において、フィルタは空気
／水コネクタの構造的部材５１０として組み込まれてもよい。
【００７６】
　図９Ｂは、オフセットした水チューブ通路５３０を備える、空気をフィルタ処理するた
めに多孔質媒体５２０を有するインライン空気フィルタアセンブリの例示的実施形態であ
る。図９Ｃは、水チューブを受容するように構成されるオフセットした水チューブ通路５
３０を備える、インライン空気フィルタアセンブリ５００の実施形態の斜視図である。多
孔性媒質５２０はボトル内に供給される空気をフィルタ処理するように構成される。空気
フィルタアセンブリは、フィルタを囲み、水チューブ５３０に容易に接続できる構造的部
材５１０を備える。多孔性媒体は、ポリエーテルスルホン、ＰＴＦＥ、ＰＶＣ、アクリル
共重合体、ポリスルホン、ポリフッ化ビリニデン、酢酸セルロース、硝酸セルロース、セ
ルロースの混合エステル、ナイロン、ポリアミドまたはそれらの組み合わせから作製され
てもよい。フィルタは微孔であってもよく、媒体の平均孔径は約０．２ミクロン～約１５
０ミクロンである。一部の実施形態において、フィルタは約０．２２ミクロン～約０．８
ミクロンの平均孔径を有してもよい。
【００７７】
　図１０は、可動式フラップ４１０およびインライン空気フィルタ４４０を有する逆止め
弁を備える空気および水コネクタ４００の例示的な実施形態である。例示的な実施形態は
、空気および水チューブをボトルキャップに結合するコネクタの一部を形成するフィルタ
である。そのフィルタは一部の多孔質媒体からなる。コネクタを通過する全てのガスはフ
ィルタ処理される。空気および水コネクタは内視鏡への接続を容易にするためのガスケッ
ト本体４３０を備える。
【００７８】
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　図１１Ａはライナーの上面図の実施形態を例示し、図１１Ｂは実質的にＬ字状の断面を
有するライナーの実施形態の断面図を例示する。
【００７９】
　一部の実施形態において、キャップには、そのキャップの内側にライナーが設けられ、
そのキャップは、特に例えば内視鏡システムなどの医療用途に使用されるボトルを含む様
々なボトルの複数の表面上で封止できる。一部の実施形態において、キャップは、該キャ
ップの内面のネジ山、および複数の表面上で封止できる該キャップの内側のライナー、お
よび少なくとも開口部を含む上端部を備える。開口部はチューブを適合するための穴であ
ってもよい。一部の実施形態において、キャップおよびライナーは、プラスチック材料、
エラストマー材料、熱可塑性エラストマー材料、硬質ポリマー、アクリロニトリルブタジ
エンスチレン（ＡＢＳ）、メチルメタクリレートアクリロニトルブタジエンスチレン、ポ
リ塩化ビニル（ＰＶＣ）、ポリスチレン、ポリカーボネート、ポリプロピレン、ナイロン
、シリコーン、ゴムまたはそれらの組み合わせを含む同じ材料から作製される。一部の実
施形態において、キャップおよびライナーは１つの切れ目のない本体であってもよい。一
部の実施形態において、ライナーは、様々な高さおよび直径の様々なボトルネックと係合
できるように一定でない内径を備える。一部の実施形態において、内径は上端部に対して
軸方向に減少する。一部の実施形態において、ネジ山は第１の直径および第２の直径を有
し、第１の直径は第２の直径より大きい。一部の実施形態において、ネジ山は切出ネジで
ある。
【００８０】
　一部の実施形態において、複数の表面上で封止できるライナーを備えるキャップが提供
され、そのキャップはさらに内面にネジ山を備え、そのネジ山は種々のボトルを係合する
ように適合される。一部の実施形態において、ネジ山は第１の基部および第２の基部を備
えた台形形状を有し、第１の基部は第２の基部より大きく、第１の基部はキャップの壁に
隣接する。一部の実施形態において、台形形状は丸くなった角を含む。一部の実施形態に
おいて、キャップおよびライナーは、プラスチック材料、エラストマー材料、熱可塑性エ
ラストマー材料、硬質ポリマー、アクリロニトリルブタジエンスチレン（ＡＢＳ）、メチ
ルメタクリレートアクリロニトリルブタジエンスチレン（ＭＡＢＳ）、ポリ塩化ビニル（
ＰＶＣ）、ポリスチレン、ポリカーボネート、ポリプロピレン、ナイロン、シリコーン、
ゴムまたはそれらの組み合わせを含む、同じ材料から作製される。一部の実施形態におい
て、キャップおよびライナーは１つの切れ目のない本体であってもよい。一部の実施形態
において、ライナーは実質的にＬ字形状の断面を含み、様々な高さおよび直径の様々なボ
トルネックと係合できる異なる内径を有する。ボトルの例としては、限定されないが、滅
菌水ボトルなどの医療用途のための滅菌ボトルが挙げられる。一部の実施形態において、
キャップは空気フィルタを備える。一部の実施形態において、キャップは上端部および底
端部を備え、ボトル端部の直径が上端部の直径より大きくなるように、内面は約２°の角
度で先細になっている。一部の実施形態において、ガスケットがボトルキャップとボトル
との間の封止を提供するように少なくとも１つのガスケットを備えるキャップが提供され
る。一部の実施形態において、封止は気密またはほぼ気密である。
【００８１】
　一部の実施形態において、キャップは、内面上のネジ山、少なくとも部分的にネジ山の
上に少なくとも２つの封止面を有するライナー、および上端部を備え、該上端部は少なく
とも３つの穴を備える。一部の実施形態において、穴の少なくとも１つは潅注チューブと
適合する。一部の実施形態において、穴の少なくとも１つは水／空気チューブセットと適
合する。一部の実施形態において、穴の少なくとも１つは吹送のためのチューブと適合す
る。一部の実施形態において、ライナーを備える複数の表面上で封止できるキャップが提
供され、そのライナーは実質的にＬ字形状の断面プロファイルを備え、少なくとも２つの
直径を有する。
【００８２】
　一部の実施形態において、キャップは内面上にネジ山を有し、そのネジ山は様々なボト
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る少なくとも１つの穴を備える。一部の実施形態において、切出ネジを有する内面を備え
るキャップが提供され、そのネジは様々な滅菌水容器と係合するように適合され、上端部
は少なくとも１つの開口部を備え、該開口部はその中に配置されるフレキシブルなチュー
ブを有する。一部の実施形態において、様々なキャップ上で封止できるライナーが提供さ
れる。一部の実施形態において、ライナーは、様々な直径を有する実質的にＬ字形状の断
面プロファイルを有する。ライナーは、熱可塑性エラストマー、エラストマー材料、ポリ
塩化ビニル、ナイロンまたはそれらの組み合わせから作製されてもよい。
【００８３】
　一部の実施形態において、複数の表面上で封止できるライナーを備えるキャップが提供
され、該キャップはチューブと適合する少なくとも１つの穴を備え、ライナーはキャップ
とチューブとの間の領域を封止する。一部の実施形態において、滅菌水ボトルと少なくと
も７２０°のネジ係合を提供する内面上にネジ山を備える滅菌水ボトルを封止するための
キャップおよび前記ネジ山の上の少なくとも２つの封止面が提供される。一部の実施形態
において、複数の表面上で封止できるライナー、内面上のネジ山、上端部を備えるキャッ
プが提供され、該上端部はチューブと適合する少なくとも１つの穴を備え、ライナーはキ
ャップとチューブとの間の領域を封止する。
【００８４】
　図１２は、逆流防止弁を有する空気および水コネクタの実施形態の背面図を例示する。
この実施形態において、ヒンジ５４０が水チューブ端部５７０および可動式フラップ５３
０に折り畳み可能に接続される場合、水チューブ５６０の端部は可動式フラップ５３０と
整列できる。ヒンジが折り畳まれる場合、可動式フラップは水チューブ端部５７０内に押
され、次いで該水チューブ端部５７０は水チューブ５５０と整列する。可動式フラップ５
３０は、経路を封止し、水が内視鏡の水注入ポートから水チューブ端部５６０まで流れる
ことを防ぐために水チューブの端部上を閉鎖する。ガスケット５１０の一部は、内視鏡上
の空気ポートと適合するように構成される導管５２０を備える。ガスケット５１０は熱可
塑性エラストマーなどのフレキシブルな材料から作製されてもよい。可動式フラップ５３
０およびヒンジ５４０はガスケットの一部である。一部の実施形態において、空気および
水コネクタは１つ以上の部品を一緒にオーバーモールドすることによって作製されてもよ
い。
【００８５】
　図１３は、逆流防止弁を有する空気および水コネクタの実施形態の正面図である。この
実施形態において、ヒンジ６００が水チューブ端部５９０および可動式フラップ６３０に
折り畳み可能に接続される場合、水チューブ端部５９０は可動式フラップ６３０と整列で
きる。ヒンジが折り畳まれる場合、可動式フラップは水チューブ端部５９０内に押され、
次いでその水チューブ端部５９０は水チューブ５８０と整列する。可動式フラップ６３０
は、経路を封止し、水が内視鏡の水注入ポートから水チューブ５８０まで流れることを防
止するために水チューブの端部の上を覆う。ガスケット６２０の一部は、内視鏡上の空気
ポートと適合するように構成される導管６１０を備える。ガスケット６２０は、熱可塑性
エラストマーなどのフレキシブルな材料から作製されてもよい。可動式フラップ６３０お
よびヒンジ６００はガスケットの一部である。一部の実施形態において、空気および水コ
ネクタは１つ以上の部品を一緒にオーバーモールドすることによって作製されてもよい。
【００８６】
　様々な改変および変更が、本明細書の教示の精神または範囲から逸脱せずに本明細書に
記載した様々な実施形態になされてもよいことは当業者に明確であろう。したがって、様
々な実施形態は本教示の範囲内の様々な実施形態の他の改変および変更を包含する。
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